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七
、
鈴
木
宏
之
助
教
会
長
さ
ん
の
時
代 

(

平
成
二
年
～
平
成
四
年) 

 
 

  
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

鈴
木
宏
之
助
教
会
長
さ
ん
は
、
一
年
目
に
先
ず
壮
年
部
の
育
成
と
し
て
年
齢
別
壮
年
練
成
、 

企
業
経
営
者
へ
の
取
り
組
み
、
ゴ
ル
フ
コ
ン
ペ
等
を
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
又
、
青
年
部
を
中 

心
に
七
夕
パ
レ
ー
ド
に
初
参
加
し
、
三
者
一
体
で
社
会
布
教
を
推
進
す
る
体
制
を
築
か
れ
ま 

し
た
。
婦
人
部
に
対
し
て
は
、
一
泊
二
日
の
「
蔵
王
ハ
イ
ツ
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
を
立
ち 

上
げ
、
そ
の
中
で
の
家
族
か
ら
の
「
思
い
や
り
の
手
紙
」
を
通
し
て
た
く
さ
ん
の
婦
人
部
育 

成
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
平
成
三
年
に
は
仙
台
地
区
明
社
発
足
、
新
宗
連
宮
城
県
協
議
会
発
足 

と
対
外
活
動
も
積
極
的
に
展
開
さ
れ
ま
し
た
。 

 

一
方
、
信
者
さ
ん
や
幹
部
に
対
し
て
は
支
部
家
族
の
取
り
組
み
を
提
案
さ
れ
、
支
部
家 

族
の
輪
が
広
が
る
厨
房
法
座
、
結
婚
講
座
等
を
通
し
て
育
成
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

平
成
三
年
十
月
に
は
そ
れ
ま
で
の
十
三
支
部
を
、
二
三
支
部
に
再
編
成
し
て
新
体
制
を
ス 

タ
ー
ト
さ
せ
、
翌
平
成
四
年
の
新
道
場
入
仏
落
慶
式
典
に
臨
ま
れ
ま
し
た
。
落
慶
式
典
は
雨 

の
中
で
の
感
激
と
感
動
の
式
典
に
な
り
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
二
三
支
部
で
教
会
団
参
を
挙 

行
し
三
千
人
が
参
集
し
ま
し
た
。
新
道
場
は
法
座
席
か
ら
二
階
廊
下
、
三
階
の
各
部
屋
ま
で 

落
慶
を
お
祝
い
す
る
信
者
さ
ん
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

 

平
成
二
年 

 

（
一
九
九
十
年
） 

 

一
月
一
日 

元
旦
初
参
り
式
典 

本
部
衛
星
中
継 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 

湾
岸
危
機 

一
月
十
日 

妙
佼
先
生
ご
命
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

東
西
ド
イ
ツ
統
一 

教
会
長
さ
ん
の
お
説
法 

 
 

佼
成
会
の
大
眼
目 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

ご
本
尊
勧
請
・
・
・
・
・
各
家
庭
に
拝
受 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

布
教
師
資
格
・
・
・
・
・
会
長
先
生
よ
り
拝
受 

 
 

 
 

 

一
月
二
六
日 

 
 
 
 

寒
中
読
誦
修
行
（
各
支
部
で
実
施
） 

～
二
月
一
日 

 
 
 
 
 

こ
の
年
か
ら
霊
感
修
行
は
行
わ
な
い 

場
所
数 

四
九
三 

参
加
者 

一
、
六
一
三
名 

 
 

 
 

三
月
五
日 

創
立
記
念
日 

 

教
会
の
功
労
者
ご
招
待 

 
 

 
 

 

三
月
十
日 

中
央
第
二
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

三
月
二
三
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

 

（
戒
名
供
養
願 

六
千
九
百
家
） 

四
月
八
日 

 
 

降
誕
会 

四
月
十
日 

東
第
二
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

五
月
二
十
日 

青
年
の
日 

統
一
行
動 

 

ユ
ニ
セ
フ
大
バ
ザ
ー
ル 

 

榴
ヶ
岡
公
園 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

バ
ザ
ー 

三
百
万 

 

オ
ー
ク
シ
ョ
ン 

七
二
万
円 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

模
擬
店 

七
三
万
円 

 

募
金
二
三
十
万
円 

 
 
 

合
計
六
百
八
十
万
円 

六
月
十
日 

水
子
供
養
開
催 
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七
月
十
日 

 

中
央
第
一
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

七
月
二
十
日 

 

佼
成
ウ
ィ
ン
ド
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
演
奏
会
開
催
（
イ
ズ
ミ
テ
ィ
２
１
） 

 
 

 
 

 

八
月
六
～
八
日 

 
七
夕
パ
レ
ー
ド
初
参
加 

 
 

 
 

 

七
月
十
五
日 

 

盂
蘭
盆
会
法
要 

 
 

（
ご
供
養
願
い 

六
、
八
十
九
家
） 

 
 

 
 

 

八
月
二
六
日 

 

太
鼓
部
が
全
国
民
謡
民
舞
大
会
に
参
加
（
普
門
館
） 

 
 

 
 

 

九
月
二
三
日 

 

秋
季
彼
岸
会
法
要 

 

各
支
部
地
区 
（
戒
名
供
養
願 

七
、
六
四
五
家
） 

 
 

 
 

 

九
月
三
十
日 

 

外
山
和
男
教
区
長
を
お
迎
え
し
新
道
場
（
福
沢
町
）
地
鎮
祭 

 
 

 
 

 

十
月
十
日 

 

東
第
一
支
部 

婦
人
部
の
集
い 
 

 
 

 
 

十
月
二
四
日 

 

家
庭
教
育
講
演
会 

 
 

講
師 

東
京
家
庭
教
育
研
究
所 
所
長 

川
越
淑
江 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

テ
ー
マ 

「
現
代
社
会
に
適
応
す
る
子
供
の
育
て
方
」  

 
 
 
 
 

十
月
二
二
日 

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
二
十
周
年
記
念
除
幕
式 

 

十
月
二
八
日 

 

小
林
伸
江
理
事
を
お
招
き
し
幹
部
指
導
会
開
催 

 
 

 
 

 

十
一
月
十
日 

 

北
第
一
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

十
一
月
二
八
日 

 

仙
台
教
会
功
労
者
感
謝
の
集
い 

 
 

 
 

 

十
二
月
十
日 

 

岩
沼
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

十
二
月
一
日 
 

志
賀
野
充
代 

米
沢
教
会
長
拝
命 

 

仙
台
教
会
よ
り
初
の
教
会
長
誕
生 
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【
平
成
二
年
三
月
五
日
創
立
記
念
日 

教
会
功
労
者
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
二
年
創
立
記
念
日 

受
付
お
役
】 
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【
平
成
二
年
四
月
八
日
降
誕
会
】 

 
左
か
ら
星
さ
ん
、
熊
谷
さ
ん
、
高
橋
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

女
子
部
奉
献 

 
 
 

 



 178 

【
平
成
二
年
四
月
十
日
東
第
二
支
部
婦
人
部
の
集
い
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
浅
野
さ
ん
の
指
揮
で
大
合
唱 
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【
平
成
二
年
五
月
六
日 

小
旅
行
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
平
成
二
年
五
月
十
三
日 

青
年
の
日
準
備
会
議
】 

右
か
ら
佐
々
木
さ
ん
村
上
さ
ん
鈴
木
さ
ん
鈴
木
教
会
長 

 
 
 

支
部
長
さ
ん
た
ち 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

佐
藤
高
代
青
年
総
部
長 
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【
平
成
二
年
五
月
二
十
日 

青
年
の
日 

統
一
行
動
】 
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【
平
成
二
年
盂
蘭
盆
会 

奉
献 

少
年
部
】 
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【
平
成
二
年
脇
祖
さ
ま
ご
命
日
で
の
野
崎
石
巻
教
会
長
さ
ん
お
説
法
】 

 
 
 
 

【
志
賀
野
支
部
長
さ
ん
歓
送
会
（
平
成
二
年
十
二
月
一
五
日
）】 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

【
社
会
の
動
き
】 

平
成
三
年 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

バ
ブ
ル
経
済
崩 

一
月
一
日 

 
 

元
旦
初
参
り
式
典 

 

司
会 

高
橋
良
仁 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

一
月
九
日 

庭
野
日
敬
会
長
先
生 

 
 
 
 
 

 

挨
拶 

飛
田
教
務
部
長 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

国
連
で
ス
ピ
ー
チ 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

一
月
十
日 

北
第
二
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

一
月
十
四
日 

教
会
体
制 
十
五
支
部
編
成
に
な
る  

 
 

 
 

 
 
 

Ａ
組
七
支
部 
Ｂ
組
八
支
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

一
月
十
八
日 

湾
岸
戦
争
の
勃
発
に
対
し
、
Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ 

一
月
十
九
日 

 
 

湾
岸
戦
争
終
結
祈
り
の
言
葉
朗
読 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

日
本
委
員
会
が
庭
野
日
敬
理
事
長
名
で 

～
二
月
三
日 

寒
中
読
誦
修
行
（
各
支
部
で
実
施
） 

 

参
加
者 

二
、
四
二
八
名 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

「
緊
急
ア
ピ
ー
ル
」
を
発
表 

二
月
八
日 

賄
い
研
究
会 

（
受
入
れ
食
事
の
ご
指
導
、
研
究
会
） 

 
 

 
 

 

二
月
十
日 

古
川
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

三
月
十
日 

名
取
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 
 

 
 

 

三
月
十
九
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

各
支
部
地
区 

 

（
戒
名
供
養
願 

七
千
七
百
十
家
） 

 
 

 
 

 

四
月
十
日 

西
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 

四
月
二
一
日 

 
 

仙
台
地
区
明
社
発
足
推
進
大
会
開
催 

（
イ
ズ
ミ
テ
ィ
ー
２
１
） 

四
月
二
二
日 

 

第
一
回
「
蔵
王
ハ
イ
ツ
婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー
」
開
催 

 
 

 

五
月
十
日 

仙
塩
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

五
月
十
八 

青
年
の
日 

統
一
行
動 

～
十
九
日 
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六
月
十
日 

 

仙
南
支
部 

婦
人
部
の
集
い 

 

六
月
十
四
日 

 
 

新
宗
連
宮
城
県
協
議
会
発
足 

 
 

 
 

七
月
十
五
日 

 
盂
蘭
盆
会
法
要 

 
 

（
ご
供
養
願
い 

七
、
一
七
十
家
） 

 
 

 
 

 

七
月
二
五
日 

 

外
山
和
男
教
区
長
を
お
迎
え
し
新
道
場
（
福
沢
町
）
上
棟
式 

 
 

 
 

 

九
月
十
三
日
～ 

 

壮
年
部 
身
延
山
、
七
面
山
修
行
参
拝 

 
 

 
 

 

十
月
一
日 

 

仙
台
教
会
新
支
部
発
足
式 

 

教
勢
「
二
三
支
部 
二
一
、
五
三
五
世
帯
」 

 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
九
日 

第
四
回
Ａ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
開
催 

 

十
月
五
日 

 
 

外
山
教
区
長
さ
ん
ご
指
導
会 

 

支
部
体
制
重
視
に
つ
い
て 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

二
百
万
世
帯
に
な
っ
た
が
、
行
事
・
活
動
に
気
を
取
ら
れ
て
活
動
集
団
に
な
り
、 

一
人
一
人
の
信
者
さ
ん
へ
の
触
れ
合
い
、
救
わ
れ
に
手
が
届
か
な
く
な
っ
た
。 

創
立
五
十
年
を
過
ぎ
た
今
、
原
点
に
戻
し
支
部
活
動
強
化
、
地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
行
う
。 

十
一
月
十
日 

 
 

会
員
綱
領
一
部
改
定 

 
 
 
 
 
 
 

 
 

会
員
綱
領
二
行
目
「
恩
師
会
長
先
生
の
ご
指
導
に
基
づ
き
」
が 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
本
仏
釈
尊
に
帰
依
し
、
開
祖
さ
ま
の
み
教
え
に
基
づ
き
」
に
改
定 

十
一
月
十
五
日 

 

法
燈
継
承
式 

 
 

庭
野
日
鑛
先
生
が
第
二
代
会
長 

十
二
月
二
二
日 
 

長
町
道
場
よ
り
新
道
場
（
福
沢
町
）
へ
引
越
し 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

十
二
月
二
六
日 

 

中
央
学
術
研
究
所
が
脳
死
臨
調
に 

 

十
二
月
二
七
日 

 

新
道
場
御
本
尊
ご
安
置
式 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

「
脳
死
移
植
に
関
す
る
意
見
書
」
提
出 
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【
平
成
三
年
元
旦 

壮
年
部
奉
献
】 

 
 
 
 
 
 

 
 

【
平
成
三
年
節
分
会
】 
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【
平
成
三
年
六
月
十
四
日 

 
 
 
 
 
 
 

【
十
月
十
七
日 

新
宗
連
青
年
会 

 
 
 
 
 
 

 
 
 

【
七
月
十
四
日 

防
災
訓
練
見
学
】 

 
 

 
 

新
宗
連
宮
城
県
協
議
会
発
足
式
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

東
北
連
盟
十
周
年
】 
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【
平
成
三
年
七
月
二
五
日 

新
道
場
（
福
沢
町
）
上
棟
式
】 

右
か
ら
茅
根
さ
ん
、
村
上
さ
ん
、
宮
島
さ
ん 

 

右
か
ら
教
会
長
さ
ん
、
佐
々
木
さ
ん
（
新
道
場
建
設
実
行
委
員
長
） 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

尾
形
さ
ん
、
中
峯
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 

野
崎
教
区
長
さ
ん
、
志
賀
野
支
部
長
さ
ん
、
鈴
木
さ
ん 

 
 

四
方
清
め
の
儀 
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【
平
成
三
年
七
月
二
五
日 

新
道
場
（
福
沢
町
）
上
棟
式
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

左
か
ら
宮
島
さ
ん
、
相
田
さ
ん
、
菊
地
さ
ん
、 

 
 
 

受
付
の
お
役 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

尾
形
さ
ん
、
飛
田
さ
ん
、
笹
森
さ
ん 
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【
平
成
三
年
八
月
六
日 

仙
台
七
夕
に
初
参
加
】 
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【
平
成
三
年 

壮
年
部 

身
延
山
、
七
面
山
修
行
参
拝
】 
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【
平
成
三
年
十
一
月
十
五
日 

法
燈
継
承
式
】 
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【
平
成
三
年
十
一
月
二
八
日 

功
労
者
感
謝
の
集
い
】 
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【
平
成
三
年 

夜
間
ご
命
日
の
様
子
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【
平
成
三
年
十
二
月
二
二
日 

新
道
場
へ
引
越
し
】 

毎
月
道
場
が
、
青
年
部
、
壮
年
部
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た 
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【
平
成
三
年
十
月 

布
教
新
体
制
の
案
内
文
】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

【
平
成
三
年
十
月
一
日 

仙
台
教
会
新
支
部
発
足
式
】 
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【
平
成
三
年
十
月
一
日 

仙
台
教
会
新
支
部
発
足
式
】 

 
 
 
 
 

壮
年
部 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

青
年
部 
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 200 

  

 
 

 

  



 201 
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【 

仙 

台 

教 

会 

】 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

【 
 

教 

団 

】 
 
 
 
 
 
 
 

【
社
会
の
動
き
】 

平
成
四
年 

一
月
一
日 
元
旦
初
参
り
式
典 

福
沢
町
新
道
場 

司
会 

加
藤
剛
央 

 
 

 
 

一
月
九
日 

庭
野
日
鑛
会
長
先
生
が 

文
書
布
教
部
長 

 

一
三
支
部
長
に
辞
令
授
与 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

会
長
就
任
後
初
の
全
国
巡
教
開
始 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

布
教
新
体
制
に
伴
い
教
会
六
部
長
制 

 

支
部
ブ
ロ
ッ
ク
制
で
二
三
支
部
に
編
成 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

山
形
新
幹
線
開
業 

一
月
二
十
日 

 
 
 
 

寒
中
読
誦
修
行
（
各
支
部
で
実
施
） 

～
二
月
三
日 

 
 

 
 

 
 

一
月
二
六
日 

外
山
教
区
長
ご
指
導
会 

二
月
十
五
日 

涅
槃
会
式
典 

 

エ
レ
ク
ト
ー
ン
お
披
露
目
演
奏
会
（
戸
田
建
設
よ
り
寄
贈
） 

 
 

 
 

三
月
二
十
日 

春
季
彼
岸
会
法
要 

 
 

（
戒
名
供
養
願 

六
、
三
六
八
家
） 

四
月
二
日 

新
道
場
御
本
尊
像
ご
安
置
式 

 
 

 
 

 

四
月
三
日 

庭
野
日
鑛
会
長
先
生
の
お
手
植
え
で
「
つ
げ
」
が
植
樹
さ
れ
る 

 
 

 
 

 

四
月
五
日 

庭
野
日
鑛
会
長
先
生
を
お
迎
え
し 

仙
台
教
会
新
道
場
入
仏
落
慶
式
典
開
催 

（
参
拝
者 

四
、
一
四
四
名
） 

五
月
二
九
日 

 
 
 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
三
十
日 

 
 
 
 
 

北
ブ
ロ
ッ
ク 

八
七
名
参
加" 

 
 

 
 

 

六
月
二
日 
 
 
 
 
 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
三
日 

 
 
 
 
 
 
 

西
・
古
川
ブ
ロ
ッ
ク 

八
六
名
参
加 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

六
月
七
日 

Ｗ
Ｃ
Ｒ
Ｐ
中
東
会
議
開
催 
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六
月
九
日 

 
 
 

 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
十
日 

 
 
 

仙
南
ブ
ロ
ッ
ク 

五
三
名
参
加 

 
 

 
 

 

六
月
二
七
日 

 
 
 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
二
八
日 

  
 

南
ブ
ロ
ッ
ク 

 

八
三
名
参
加 

 
 

 
 

 

七
月
二
日 

 
 
 
 
 

婦
人
部 
ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
三
日 

 
 
 
 
 
 
 

東
ブ
ロ
ッ
ク 

 
八
七
名
参
加 

 
 

 
 

 

九
月
二
三
日 

 
 
 

婦
人
部 

ふ
れ
あ
い
セ
ミ
ナ
ー 

 

（
蔵
王
ハ
イ
ツ
） 

～
二
四
日 

 
 
 
 
 

合
同
ブ
ロ
ッ
ク 

 

百
十
七
名
参
加 
 

 
 

 
 

八
月
三
十
日 

 
 
 

戒
名
室
に
御
本
尊
ご
安
置
式 

 
 

 
 

 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

十
月
二
六
日 

 
 

新
宗
連
全
国
総
会
で 

庭
野
開
祖
が
名
誉
理
事
長
に
、 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

 
 

庭
野
会
長
が
副
理
事
長
に
就
任 

十
一
月
一
日 

 

庭
野
欽
司
郎
先
生
を
お
迎
え
し
て
壮
年
部
大
会
開
催 

十
一
月
二
四
日 

家
庭
教
育
講
演
会
開
催 

十
二
月
八
日 

 
 
 

鈴
木
宏
之
助
教
会
長
本
部
に
転
任 
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仙
台
教
会
新
道
場 

建
設
委
員
長 

佐
々
木 

建
雄
さ
ん
の
体
験 

 

 
 
 
 
 
 
 
 

「
仙
台
教
会
道
場
の
落
慶
式
か
ら
今
年
で
十
七
年
。
道
場
へ
足
を
運
ぶ
た
び
に
建
設
当
時
の
さ
ま
ざ
ま
な 

想
い
や
時
々
の
動
き
が
思
い
出
さ
れ
ま
す
。
当
時
の
教
会
長
さ
ん
や
幹
部
の
方
々
の
道
場
建
設
に
か
け
る 

意
気
込
み
と
か
願
い
と
か
も
、
走
馬
灯
の
よ
う
に
浮
か
ん
で
き
ま
す
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

開
祖
さ
ま
か
ら
建
設
の
お
手
配
を
い
た
だ
い
た
当
時
の
須
田
会
長
さ
ん
は
「
こ
の
お
手
配
は
並
の
も
の 

で
は
な
い
。
仏
さ
ま
が
仙
台
の
地
に
広
宣
流
布
の
拠
点
を
つ
く
り
、
み
ち
の
く
に
法
華
経
の
素
晴
ら
し
さ 

を
お
伝
え
す
る
と
い
う
み
心
を
、
し
っ
か
り
受
け
と
め
な
い
と
い
け
な
い
。
そ
こ
が
、
抜
け
落
ち
る
と
単 

な
る
集
ま
り
の
場
に
な
っ
て
し
ま
う
」
と
話
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
建
設
委
員
の
メ
ン
バ
ー
は
そ
れ
を
し
っ 

か
り
と
お
さ
え
、
あ
ら
ゆ
る
角
度
か
ら
道
場
の
機
能
を
た
び
た
び
検
証
し
意
見
を
交
わ
し
、
そ
れ
を
ま
と 

め
て
ご
本
部
へ
お
願
い
し
ま
し
た
。
そ
れ
は
一
度
や
二
度
の
こ
と
で
は
な
く
十
数
度
に
も
及
び
ま
し
た
。 

そ
の
結
果
が
現
在
の
姿
と
な
っ
た
の
で
す
。
も
っ
と
も
そ
の
後
歴
代
の
教
会
長
さ
ん
の
お
考
え
に
よ
っ
て 

内
部
の
様
子
は
徐
々
に
変
化
を
見
せ
て
い
ま
す
。
そ
の
ひ
と
つ
に
、
ご
本
仏
さ
ま
の
後
と
左
右
三
面
に
、 

天
は
印
度
砂
岩
と
い
う
材
質
の
壁
面
が
あ
り
、
落
ち
着
き
の
あ
る
、
や
や
く
す
ん
だ
色
で
、
ご
本
仏
さ
ま 

を
浮
き
立
て
る
背
景
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
一
方
、
三
階
天
井
の
上
の
棟
木
に
は
道
場
の
ご
守
護
尊
神
が 

祀
ら
れ
て
お
り
、
会
員
の
修
行
を
陰
な
が
ら
見
守
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。
ご
本
尊
勧
請
時
の
ご
供
養 

は
、
今
思
っ
て
も
荘
厳
そ
の
も
の
。
ピ
リ
ッ
と
し
た
雰
囲
気
の
な
か
幹
部
会
員
が
捧
げ
る
真
の
読
経
供
養
、 
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そ
こ
へ
ご
本
仏
さ
ま
が
お
着
き
に
な
り
ご
宝
前
へ
ご
安
置
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
時
、
誰
も
が
感
激
で
い
っ 

ぱ
い
で
し
た
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

人
さ
ま
の
救
い
を
願
わ
れ
る
開
祖
さ
ま
の
思
い
を
具
現
す
る
道
場
、
そ
の
建
設
の
場
に
居
合
わ
せ
た
幸 

せ
を
思
う
と
同
時
に
、
須
田
・
鈴
木
両
教
会
長
始
め
、
浅
野
総
務
部
長
、
ご
本
部
建
設
担
当
の
み
な
さ
ま 

の
ご
苦
労
は
い
か
ば
か
り
だ
っ
た
ろ
う
か
と
、
改
め
て
思
い
返
し
て
お
り
ま
す
。」 

  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
青
葉
支
部
五
十
周
年
記
念
誌
よ
り
） 

 

 

      

   

 

 



 207 

【
平
成
四
年
元
旦
初
参
り
】 

 
 
 
 
 

 
本
尊
像
ご
安
置
前
の
ご
宝
前 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

受
付
の
お
役
の
皆
さ
ん 
 
 
 
 
 
 

奉
献
の
お
役
の
皆
さ
ん 
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奉
献
の
お
役
の
皆
さ
ん 
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【
平
成
四
年
節
分
会
】 

 
 

年
男
の
皆
さ
ん 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

鬼
は
～
外 

福
は
～
内 

 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

裏
で
支
え
た
お
役
の
皆
さ
ん 
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【
四
月
五
日 

新
道
場
入
仏
落
慶
式
典
】 

記
念
植
樹 

介
添
え 

若
林
支
部 

遠
藤
さ
ん 

 
 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

雨
の
中
、
感
動
と
感
激
の
式
典
で
し
た 
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入
り
口
で
は
ま
と
い
の
お
迎
え 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

参
拝
者
は
法
座
席
と
二
階
、
三
階
ま
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
し
た 
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【
平
成
四
年 

降
誕
会
】 
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【
十
一
月
一
日 
壮
年
部
大
会
】 

 
 
 

須
貝
実
行
委
員
長
さ
ん
挨
拶 

 
 
 
 
 
 
 
 

欽
司
郎
先
生
ご
講
和 

 
 
 
 
 

後
ろ
に
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の
大
会
で
し
た 
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婦
人
の
コ
ー
ラ
ス
披
露 

 
 
 
 
 

 
 
 
 

石
山
婦
人
部
長
エ
レ
ク
ト
ー
ン
伴
奏 
 
 
 
 

 
 
 
 

太
鼓
部
演
奏
披
露 

 

 
 

 
 


